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環境マネジメントシステムを構築する上で、環境教育

を継続的、体系的に実施することが重要です。

YOKOGAWAグループでは、環境教育訓練規定に基づき

環境保全活動の全社的レベルアップを図っています。

1.  環境教育体系の見直し

YOKOGAWAグループの教育体系は、全社員を対象と

した「基本教育」、各有意部署で実施する「職場特有教

育」、内部監査で主査のレベルアップを図る「資格者教

育」、そして講演会、シンポジウムなどの「特別教育」

の４つがあり、過去5年間この環境教育を継続実施して

きました。その結果、社員の環境意識が定着してきたと

の認識で、2001年度は、自律性を重んじた教育体系に見

直しました。基本教育については、新人とベテランを区

別し、入社1年目から4年目まで段階的に意識の向上を図

ることにしました。そして教材は、ビデオと社内のイン

トラネットを活用し、受講率100％を効率的に達成する

体制が整いました。この新体系での環境教育は2002年４

月より本格スタートしました。

2. 環境保全活動手帳

環境教育受講と環

境保全活動は、全社

員必携の環境保全活

動手帳にポイントで

記録されます。その

評価ポイントは自律

性を重視した得点が設定されています。例えば、社内

の任意参加の講演会が10ポイント。そして、自主参加

のボランティア活動は、その参加日に応じて30ポイントか

ら50ポイントと高得点になります。その合計ポイントの

高得点獲得者は毎年６月の環境月間表彰の対象となります。

3. 社内外での環境教育活動

YOKOGAWAグループでは、環境基本教育をベースと

して、社内外の教育活動を推進しています。

（1）特別講演の実施

2001年6月環境月間を記念して特別講演を開催しまし

た。テーマは「環境活動の新しい視点」（講師：横河総

研　石井迪男氏）でした。役員を含む200名余りの社員

が参加しました。

（2）家庭ＩＳＯの実施

2000年度は家庭や地域で

「何か一つ新たな環境保全

活動を始めよう」を合言葉

に省エネ、省資源に取組み

ました。2001年度は環境保全活動の輪を家庭内まで広げ

ることを目的に家庭ＩＳＯを実施しました。最初の活動

はグリーン購入で、「グリーン購入実践項目（9項目

例：電球形蛍光ランプの使用）」の中から一つでも多く

を実践することを呼びかけました。

（3）環境パス

納品や打ち合せなどで来社する外部の皆様に環境保全

活動に協力して頂くためのツールです。構内において

「飲料容器の処分」「紙・ごみの処分」「構内での運転」

「たばこの喫煙」の4つのルールを遵守して頂くようお願

いしています。

環境パス

環境保全活動手帳

特別講演
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YOKOGAWAグループでは、地球環境保全と資源循環

型社会を実現していくためには、当社と関わる多くの皆

様とのパートナーシップを築き上げることが大切と考え

ています。環境報告書、ホームページ、そして地域と

密着した活動を通して、双方向のコミュニケーション

を行っています。

1. 環境報告活動

環境コミュニケーションで、最も重要なツールは環境

報告書です。1998年に初めて発行して以来、2001年度の

環境報告書は4度目になりました。本年度の報告書は、

YOKOGAWAグループの環境経営の取り組みに関して社

内外の意志疎通をさらに強化することと、ステークホル

ダー（利害関係者）に、より確かな信頼をいただくこと

を狙いとして、外部スタッフの協力を得てまとめました。

また、海外でも重慶は2回目、蘇州ではYOKOGAWAグ

ループ環境報告書を参考にして2001年度に始めての環境

報告書を発行しました。

当社ホームページの「環境保全活動」（日本語／英語）

では、毎月約800件のアクセスがあるコーナーになって

います。

■和文　http://www.yokogawa.co.jp/Environment/

■英文　http://www.yokogawa.com/environment/

2. 地域のコミュニケーション

（1）横河まつり

本社工場では、2001年7

月「横河まつり」を開催し

ました。その日は当社の役

員が店の売り子になり、従

業員とその家族や地域の

人たちにサービスをするなど、当社と関わる人たちとの

一層のパートナーシップを築きました。地球環境推進室

では、リサイクルショップを出店し、その売上を環境事

業団に寄付しました。

（2）三重環境フェア

2001年5月、三重県主

催の「環境フェア」に

三重事業所から協賛出

展しました。来場者は

65,000人と大盛況で、

横河のゼロエミッションの取り組みや環境関連機器の展

示により、YOKOGAWAグループの環境活動の一端を紹

介しました。

（3）甲府事業所の環境パンフレット

甲府事業所に、2001年度は2,054人の工場見学者が来

社しました。その方々に必ず手渡しているのが2001年度

版の「環境保全活動パンフレット」です。その内容は環

境活動の目的、環境調和製品、省エネ活動など多岐に渡

り、環境の取り組みについての情報公開ツールとして活

用しています。

3. 社内コミュニケーション

（1）環境コーナー

本社工場の食堂前では

「環境コーナー」が設置され

ています。環境の取り組み、

活動についての解説や現物

を展示しています。2001年

度は、パルモールドやフィルムクッションなど、発泡ス

チロール削減に寄与している梱包材を主に展示しまし

た。環境コーナーの展示台は廃材を使っています。

（2）環境掲示板

各職場の入り口の一番目に付く場所に「環境掲示板」

が設けられ、職場単位での環境取り組みが一目で分かる

ようになっています。環境保全の年間目標や月次ごとの

進捗状況が発表され、日頃からの環境意識の定着を促し

ています。

横河まつりのリサイクルショップ

三重環境展

環境コーナー
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「より豊かな人間社会の実現に貢献する」という

YOKOGAWAグループの企業理念から、地球環境保全と

社会貢献とは密接な関係にあると考えます。障害者や高

齢者の雇用促進や地域社会に役立つ活動を積極的に展開

しています。

1. 蘇州横河電表有限公司の活動

1999年に発足した慶応義塾大学と清華大学（中国）の

共同プロジェクト「日中３Ｅ（エネルギー・環境・経済）

研究院プロジェクト」の「環境会計」のモデル企業とし

てYOKOGAWAグループの蘇州横河電表有限公司が選ば

れました。そこで、2000年度に環境会計を導入し、環境

コスト、環境パフォーマンスを把握しました。2001年度

には環境会計の精緻化を図り、経年比較などの分析を行

ないました。

中国の西部地域は急速な工業化を目指す大型プロジェ

クトが進行していますが、先進国が歩んだ公害問題の轍

を踏むことがないように「経済」と「環境」とのバラン

スがとれた発展が求められています。日中3E研究院プ

ロジェクトの背景はここにあり、「環境会計」はこのバ

ランスを図るための重要なツールです。同社の環境会計

の導入は、中国企業の環境会計構築モデルとして注目さ

れ、見学者も多数訪れています。こうした積極的な取り

組みは、必ずや中国の環境会計の普及を支援することに

なり、ひいては中国の環境保全の一翼に貢献するものと

考えます。

2. 障害者雇用促進

横河ファンドリー（株）は1999年9月に特例子会社と

して設立されました。同社は「知的障害者と高齢者を中

心に、人が本来もっている能力を最大限に発揮し、あら

ゆる可能性にチャレンジすることによって、他人の幸せ、

企業繁栄、社会の発展に貢献する」ことを企業理念に掲

げています。

事業は、リサイクル業務を中心に、ゴム印の製作から

データ入力作業などです。リサイクル業務では不用に

なったパソコン、測定器などの解体などで本社工場の

ゼロエミッション活動の一翼を担っています。

3. 廃木材利用の木工教室

あきる野事業所では、2001年6月に木工教室を開催し

ました。工場から出る梱包用の廃木材を利用し、作った

ものは家に持ち帰って頂きました。家族連れなど多数の

参加があり、作品は、ガーデニング用品、椅子、テーブ

ル、縁台など様々に工夫がこらされた力作揃いでした。

それまで、工場から出る梱包用廃木材はトン当たり2、

3万円を支払って処分していただけに廃棄物の効果的な

利用になりました。

木工教室を開いた広場は常時オープンにして、土曜日

には数名の方が来られて手作りを楽しんでいます。

パソコン解体作業

廃材活用の力作
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1971年

1974年

1987年

1989年

1991年

1993年

7 月　都条例に適合する廃液除害施設の設置 

5 月　環境アセスメントへの取り組み開始 

10月　フロン委員会発足 

公害防止組織設置 

4月　地球環境保全推進室の新設 
8月 「地球を守ろう」キャンペーン始まる 

2月　地球環境委員会発足、環境担当役員決定 
7月　環境ボランタリープラン制定 

1994年
8月　環境ボランタリープラン1993年度活動成果報告 

12月　洗浄用特定フロン・トリクロロエタン全廃完了 

1995年
6 月　「環境調和型企業を目指す」取締役会決定の第一歩 

として「ISO14001認証取得」を決定 

　環境ボランタリープランを ISO14001 
　のプランに吸収 

10 月　横河電機地球環境委員会再編成 

1996年

1997年

環境保全活動のあゆみ 

1998年

1999年

2000年

2001年

2002年

3月　環境マネジメント基本規定（環境社規）制定 

5月　本社工場、甲府事業所、小峰工場（現横河 
エレクトロニクス・マニファクチャリング 
あきる野事業所）の地球環境委員会発足 

　本社工場に太陽光発電設置／武蔵野市 
　と防災協定を締結 

4 月　環境PR社内報「グリーンタイムズ」発刊 
7月　甲府事業所 ISO14001認証取得 

2 月　本社工場、小峰工場（現横河エレクトロニクス・ 
マニファクチャリングあきる野事業所）ISO14001 
認証取得 

5 月　本社工場新本館にコジェネ発電システム 
（585MW 2基）導入 

6 月　YOKOGAWA環境カタログ発刊 

9月　「環境報告書1999」発刊、環境会計を導入・開示 

12月　日本経済新聞「第３回環境経営度調査」の製造業部門で 
第２位にランクされる 

11月　環境ラベル（タイプ　）導入 

7月　本社工場で埋立廃棄物ゼロ達成 
8月　不特定顧客への納品に対応した国内初の「通いコンテナ」 

を採用 

9月　「環境報告書2000」発刊、第三者検証を導入 
11月　日中3E(エネルギー、環境、経済)研究院プロジェクト 

の環境会計モデルに蘇州横河電表有限公司が参画 

3月　YOKOGAWAグループ環境マネジメント基本規定を制定 

7 月　「環境報告書2001」発刊 

9月　3サイト統合認証 

11 月　甲府事業所で埋立廃棄物ゼロ達成 

2月　あきる野事業所で埋立廃棄物ゼロ達成 
甲府事業所にライトスルー型太陽光発電装置設置 

商　　　　号　横河電機株式会社（Yokogawa Electric Corporation） 

創　　　　業　大正4年（1915年）9月1日 

創　　　　立　大正9年（1920年）12月1日 

代　 表　　者　代表取締役社長　　内田　勲 

資　 本　　金　2002年3月現在　単独：323億600万円 

 

本　　　　社　東京武蔵野市中町2丁目9番地32号 

主な事業内容　プロセス用計測機器・制御装置、電気計器、 

　　　　　　　測定器、航空・宇宙機器、分析機器、記録計、 

　　　　　　　LSIテスター、電源ユニット、 

　　　　　　　医療画像情報処理システムの開発、設計、製造、 

　　　　　　　販売およびサービス 

売　 上　　高　1999年度 単　　　　独：1,728億円 
 グループ連結：3,134億円 

　　　　　　　2000年度 単　　　　独：2,027億円 
 グループ連結：3,526億円 

　　　　　　　2001年度 単　　　　独：1,709億円 
 グループ連結：3,108億円 

従　業　員　数　2000年3月現在 単　　　　独：5,952人 
 グループ人員：約1,9000人 

　　　　　　　2001年3月現在 単　　　　独：5,852人 
 グループ人員：約1,9000人 

　　　　　　　2002年3月現在 単　　　　独：5,755人 
 グループ人員：約19,000人 

会　社　概　要  



ご意見・ご感想をお寄せください 

本報告書は、2001年度YOKOGAWAグループの環境経営活動の概要を報告したものです。 

報告書に開示された情報をベースに、多くのステークホルダーの皆さまとオープンな 

コミュニケーションを広めていくことも重要と考えています。 

できるだけ分かりやすく、そして具体的な活動事例をあげて、 

ご理解をふかめていただけるよう努めたつもりですが、まだまだ不十分な点もあるかと思います。 

今後の環境報告書をより充実させていくために、 

みなさまのご意見・ご感想をお寄せいただければ幸いです。 

お手数ですが裏面のアンケートにご記入のうえ、FAX、E-mail、郵送などで 

送付していただきますようお願い申し上げます。 

横河電機株式会社　地球環境推進室 

〒180-8750　東京都武蔵野市中町2-9-32

FAX : 0422-52-4197



「YOKOGAWAグループ環境報告書2002」をご覧いただき、ありがとうございます。 
お手数ですが、アンケートにご記入の上、お送りください。 

郵　送 横河電機株式会社　地球環境推進室　〒180-8750　東京都武蔵野市中町2-9-32

enviinfo@csv.yokogawa.co.jp

どのような立場でご覧いただきましたか。 

□お客様　　□株主　　□行政機関　　□投資・金融機関　　□当グループ事業所の近隣住民　　□企業・団体の環境担当 

□環境NGO・NPO　　□学生　　□その他（　　　　　　　　　　　　　） 

お名前： ご年齢： 歳 

ご協力ありがとうございました。差し支えなければ、下記にもご記入ください。 

とてもわかりやすい 

5

どちらともいえない とてもわかりにくい 

＜YOKOGAWAグループの考える環境経営＞・・□長期環境経営構想の全体像　 □環境マネジメント基本規程と目標 

＜環境マネジメント活動＞・・・・・・・・・□環境負荷の全体像　 □エコポイント法　 □目標と実績の総括 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□環境マネジメント推進体制　 □法の遵守・リスクマネジメント・環境監査 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□環境会計　□環境プロジェクト評価 

＜環境パフォーマンス改善活動＞・・・・・・□グリーン調達とグリーン購入　 □省エネルギー　 □大気・水質保全 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□化学物質総合管理　 □ゼロエミッション　 □物流 

＜エコクリエイティブ活動＞・・・・・・・・□グリーン生産ラインと環境適合設計　 □環境調和型製品　 □環境ソリューション提案 

＜パートナーシップ活動＞・・・・・・・・・□環境教育　 □環境コミュニケーション　 □社会貢献 

0422-52-4197

ご意見・ご感想をお寄せください 。 

1

どの項目に関心をもたれましたか。 5

その他、ご意見、ご感想 6

内容はわかりやすいですか 2

F A X E-mail

4 3 2 1

十分である 

5

どちらともいえない まったく不十分 

知りたいことが十分に記載されていますか。 3

4 3 2 1

十分である 

5

どちらともいえない まったく不十分 

当グループの環境保全の取組みについて、どのように感じられましたか。 4

4 3 2 1

ご連絡先の住所：〒 

ご連絡先の電話番号：　　　（　　　） E-mail： 
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